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どんなことをしているの？ 2

 森林や河川、湖、海などの様々な環境における放射性物質
（主に放射性セシウム）の分布と動きの調査、予測モデルの開発

河川流量の観測

森 林

河 川・貯水池

土壌採取 樹木の採取 流出量の観測

ため池での採水・採泥

化学組成の分析放射能の測定

試料の前処理

室内試験・分析

データ解析・モデル構築

成果の公開



どこを調べているの？ 3
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・浜通り北部の河川流域における渓
流域・河川水・ダム湖水・底質を定
期的にモニタリングし、自然生態系
への移行プロセス解明、定量評価

原
子
力
機
構

• 浜通り南部地域を中心とし、
森林・河川・ダム湖・河口域
といった各環境コンポーネ
ント間の放射性セシウム移
行状況の包括的な理解を
通じたストック＆フロー解析

• 観測データの取得と移行メ
カニズム理解に立脚した現
象論モデルの構築

• 現象論モデルによる様々な
自然現象や環境条件に応
じた放射性セシウム移行挙
動のケーススタディ

・県内の広域多地点における放射性
セシウム濃度の経年変化の把握と
広瀬川流域での既往数値モデルに
よる出水時等の動態予測



これまでにわかってきたこと 4森 林

太田川上流
（24か月間）

宇多川上流
（36か月間）

137Cs沈着量
(kBq/m2)

1,900 170

流出土砂
137Cs濃度
（kBq/kg)

61～130 6.8～9.3

流出土砂
137Cs流出量
（kBq/m2)

8.8 0.51

年間流出率
（％）

0.08～0.38 0.04～0.16

 セシウム流出は、主に土壌粒子に付
着した状態（懸濁態）で発生

 雨の降り方に強く依存

 ただし、台風等の大規模降雨時を考
慮しても流出は限定的

森林渓流における土砂流出の様子

晴天時 降雨時

森林流域からのセシウム137
流出状況

森林からの流出状況

観測期間：
太田川上流：2014年1月 1日～2015年12月31日
宇多川上流：2012年9月15日～2015年 9月15日



5これまでにわかってきたこと 森 林

*地下のセシウム137
総量に対する割合
を示しています

伐倒調査の試験地（スギ林）

森林内の放射性セシウムの分布（スギ林）

 地上部(スギ立木) << 地下部(落葉落枝、土壌)(沈着量の約９割)

 地下部のセシウム137は土壌の表層に多く存在

セシウム137
沈着量の割合

森林の地下部の放射性セシウムの分布

土壌の断面

鉱質土層 腐植層

落葉

落枝層

0 100 200 300 400

森林土壌

スギ立木

セシウム137沈着量の分布(kBq/m2)

心材 辺材 樹皮 枝 針葉地上部
（スギ立木）

地下部
（落葉落枝と土壌）

（2015年10月試料採取）

木部(心材)

木部(辺材)形成層
内樹皮

外樹皮

落葉落枝
腐植層

土壌層

0-3 cm

3-6 cm

6-10 cm



これまでにわかってきたこと 6河 川

 2018年時点では、事故直後と比較して濃度が
1/10以下に低下

 懸濁態セシウム137濃度は低下する傾向にあるも
のの、濃度の低下傾向は地点により差が見られる
（土地利用や除染状況など）

懸濁態137Cs濃度の経年変化

(2018年7月採取分まで）

↓理論的減衰［137Cs半減期（30.1年）］
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河川水の採水

河川水のろ過

＜土壌粒子と水を分離＞
土壌粒子に付着

→懸濁態セシウム

水に溶け込んでいる
→溶存態セシウム



7これまでにわかってきたこと
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 溶存態セシウム137濃度は、夏季に相対的に高く、冬季に低い季節変動を示し、
季節変動の上下幅は、時間とともに狭まっている

 全般的に濃度は低下している
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2014年度
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2016年度

ダム有り ダム無し

 河川を通じた年間
流出量は流域沈着
量の0.04～0.5%

 多くは出水時に懸
濁態として流出

 懸濁態セシウムの
移動はダムにより
抑制されている

河川を通じた年間流出率

溶存態セシウム137濃度の経年変化



これまでにわかってきたこと

8貯水池
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溶存態セシウム137濃度

 ダム湖では1 Bq/L 以下、
帰還困難区域のため池では
概ね1 Bq/L 以上

 夏季に上昇し、冬季に低下
する季節変動を示す

 季節変動による夏季と冬季
の濃度差は、オーダーが変
わるほどではない

懸濁態セシウム137濃度

 概ね104～106 Bq/kgの
範囲

 明瞭な季節変動は確認
できない

貯水池 8

（対数表示）

事故からの経過年数

食品中の放射性物質の基準値
（食品衛生法）飲料水 10 Bq/kg



9これまでにわかってきたこと 貯水池

宇多川湖（宇多川）

ダム湖におけるセシウム137の貯留作用

（期間：2014.1.1－2014.12.31）

4.1GBq

0.3GBq

0.66GBq

0.57GBq

（期間：2014.1.1－2014.12.31）

130GBq

12GBq

37GBq

33GBq

溶存態 懸濁態

 懸濁態セシウムの大部分は湖底に沈降・堆積し、下流へ移動しない
 主要なダムは十分な土砂の堆積容量を有している
 底質からのセシウム溶出や集水域の環境変化による影響を確認するた

め、定期的かつ長期的なモニタリングが必須

流入

放流

※GBq：109Bq

溶存態 懸濁態

横川ダム湖（太田川）

ダム集水域の初期沈着量に比べ、放流セシウム137量は0.01%程度
（4年間の観測結果；2014～2017年）

国土地理院の空中写真を使用国土地理院の空中写真を使用
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ある場所における河川水（取水口）のセシウム濃度を予測

セシウム濃度の予測をするモデルを開発

137Cs濃度
（Bq/L）

浮遊物質
の濃度

（mg/L）

経過時間

 浮遊物質濃度の目安と
なる濁度を現地で測定す
ることで、セシウム濃度を
ある程度予測できる

原子力機構「 」より

https://simu.jaea.go.jp/simulation/index.html

 頭首工での取水管理に
役立てられる情報

 ある降雨量のとき、河川水に
含まれる放射性セシウム濃度
がどれくらいになるのか予測

 浮遊物質濃度に対してセシウ
ム濃度がどの程度か推定

1日当たりの降雨量
●大）約370mm（やや強い雨）
●中）約130 mm
●小）約50 mm（弱い雨）

水中セシウム137
濃度の経時変化

浮遊物質濃度
の経時変化

 降雨の後、取水制限は
何時間くらいとすべきか

現象論モデルによる予測結果

約130 mm/日

約370mm/日（やや強い雨）

約50 mm/日（弱い雨）

0

20

40

1時間
降水量
（mm）

降水量の
経時変化

https://simu.jaea.go.jp/simulation/index.html


11セシウムの起源と濃度を予測するモデルを開発

淡水魚のセシウムの起源と今後のセシウム濃度を予測

原子力機構「 」より https://simu.jaea.go.jp/simulation/index.html

 淡水魚の放射性セシウム濃度は、河川へ直接落ちる落葉と林床の落葉
層から河川へ流入する落葉の二つが主に寄与

 このようなセシウム供給源や経路の特定は、将来予測や対策の検討に
役立つことが期待

 森林各部の放射性セシウム濃度の経時変化を実測値に基づき設定

 河川水のセシウム137濃度と淡水魚（アユ）のセシウム137濃度を現象論モデルで予測

河川水中の137Cs濃度 淡水魚の137Cs濃度
（対数表示） （対数表示）

現象論モデルによる予測結果

土
壌
・
有
機
物
と
と
も
に
流
出

https://simu.jaea.go.jp/simulation/index.html


まとめ・今後の予定

これまでの取組（フェーズ1）により、・・・
 環境中の放射性セシウム濃度は、ゆっくりと減少しています。

→半分の濃度になるまでに数年かかります。

 環境中における放射性セシウムの動きは非常に遅く、現在の場所に長くとどまる可
能性があります。

 ダムは、河川を通じた放射性セシウムの移動を抑制しています。

 河川水や農林水産物の放射性セシウム濃度について、現象論モデルの開発により、
今後の推移やこれまで観測されていない条件での予測ができるようになりました。

・・・ということが分かってきました。

これから（フェーズ2）は、・・・
 どのようなメカニズムで農林水産物（樹木、山菜、淡水魚）へ放射性セシウムが移動し

ていくのか、

 環境と農林水産物の放射性セシウム濃度は、今後どのように推移していく見込か、

 予測の結果は確かなのか、

 調査研究の成果を分かりやすく整理・解説し、それを広めていくための取組、

・・・に重点をおいて、関係機関と協力しつつ、調査・研究を進めていきます。

12

環境動態部門では・・・
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